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 要  旨 
 近年の情報技術の発展は，特にネットワーク技術の急速な発展によって，計算機と通信路で扱
うデータが膨大に増加し，ストレージとネットワークの負荷を高めている．これに対応するため
には，主に 2 つの手段が考えられる．記憶量や通信路容量の増加と，データ圧縮である． 
 本研究ではデータ圧縮の反辞書法に注目した．反辞書法とは，最小禁止句と呼ばれる入力系列
中に出現しない系列を用いたデータ圧縮手法である．全ての最小禁止句の集合を反辞書と呼び，
反辞書からオートマトンを構築する．このオートマトンを使って，符号化と復号をおこなう． 
 反辞書の特徴として，符号化側と復号側の処理がオートマトンを遷移するだけなので，計算機
への負荷が少ないという利点がある．この利点は，組込み機器などの資源が限られ，記憶量と通
信路容量を十分確保できない環境下において，優れた圧縮手法となる可能性を秘めている．また，
最小禁止句が入力系列中に出現しないという特徴を用いることで，各種のデータの予測にも応用
できる可能性を秘めている．ただし，現状では反辞書を生成する計算量と記憶量に問題がある．
最近，太田らが O(n)の計算量と記憶量で静的に反辞書を生成する手法を示した．しかし，記憶量
に関しては定数項が大きく，大量の記憶量を必要とする．そこで，本研究では，より少ない記憶
量で反辞書を構築することを検討する． 
 本研究では最初に，太田らが反辞書を生成するのに利用している接尾辞木を接尾辞配列に置き
換えることを検討する．接尾辞木と接尾辞配列は，両者とも接尾辞を表現したデータ構造であり，
接尾辞木よりも接尾辞配列は記憶量が少ない．ただし，太田らの手法では反辞書を生成するため
に，葉ノード，中間ノード，各種のリンクといった接尾辞配列では表現されていない情報を利用
しているので，これらの情報を接尾辞配列で取得する方法，あるいは代替手段について検討し，
接尾辞配列を用いた静的な反辞書生成手法を提案する． 
 次に，動的な反辞書法の実現のために，反辞書を動的に生成することを検討する．静的な反辞
書法ではオートマトンを構築するために符号化側から復号側へ反辞書を送る必要があるが，動的
な反辞書法を実現すると反辞書を送る必要がなくなる．そのためには，記号の入力によって反辞
書がどのように変化するのかを検討する必要がある．本研究では，記号の入力による辞書と接尾
辞の変化に注目し，反辞書の変化を明らかにする．そして，記号の入力に対する反辞書の更新手
法を提案する．また，接尾辞配列を動的に構築する手法も提案し，接尾辞配列を用いた動的な反
辞書生成手法を提案する． 
